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Abstract 
　Purpose:The purpose of this study was to clarify nursing students’ satisfaction with a joint conference on 
maternity and pediatric nursing
　Methods:This study was conducted between February 2015 and February 2016. Anonymous, open-ended 
questionnaires were distributed to 125 students on the day of a joint conference on maternity and pediatric 
nursing. Completed questionnaires were collected after the completion of the conference. Data were 
analyzed using the chi-square test. The protocol of this study was approved by a research ethics committee.
　Results:Valid responses were collected from 118 students (collection rate, 95.2%; 88 women, 30 
men). Overall, 35 students were training together at the same hospital, while 83 students were training 
together at another hospital. Among the 117 (99.2%) students who provided a response to the statement 
“my participation deepened my understanding”, 70 (59.3%) responded [I really think so] and 47 (39.8%) 
responded [I mostly think so].Among the 115 (97.5%) students who provided a response to the statement 
"the activities and materials were interesting", 63 (53.4%) responded [I really think so] and 52 (44.1%) 
responded [I mostly think so].
　Conclusion:The results of this study demonstrated that the conference was considered to be instructive by 
the student nurses.
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
母性看護学 2 3 5 6









































































































































まったくそうである だいたいそうである あまりそうでない まったくそうでない NA
人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%）
発表準備への取り組みは積極的だった 25 (54.3) 20 (43.5) 1 (2.2) 0 (-) 0 (-) 
発表では学びを伝えられた 18 (39.1) 25 (54.3) 3 (6.5) 0 (-) 0 (-) 
GWではメンバーの一員として役割が果たせた 27 (58.7) 18 (39.1) 0 (-) 0 (-) 1 (2.2)
発表はグループで協力してできた 33 (71.7) 13 (28.3) 0 (-) 0 (-) 0 (-) 
参加して学びが深まった 28 (60.9) 17 (37.0) 1 (2.2) 0 (-) 0 (-) 
カンファレンスでの学びは有意義だった 20 (43.5) 26 (56.5) 0 (-) 0 (-) 0 (-) 
今後も合同カンファレンスは必要である 14 (30.4) 32 (69.6) 0 (-) 0 (-) 0 (-) 
カンファレンスの方法は適切だった 18 (39.1) 26 (56.5) 1 (2.2) 0 (-) 0 (-) 
発表準備時間は適切だった 30 (65.2) 10 (21.7) 2 (4.3) 1 (2.2) 3 (6.5)


















































































まったくそうである だいたいそうである あまりそうでない まったくそうでない NA
人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%）
発表準備への取り組みは積極的だった 38 (52.8) 32 (44.4) 2 (2.8) 0（-） 0（-）
発表では学びを伝えられた 30 (41.7) 39 (54.2) 3 (4.2) 0（-） 0（-）
GWではメンバーの一員として役割が果たせた 33 (45.8) 35 (48.6) 4 (5.6) 0（-） 0（-）
発表はグループメンバーで協力してできた 39 (54.2) 25 (34.7) 5 (6.9) 1 (1.4) 2 (2.8)


















まったくそうである だいたいそうである あまりそうでない まったくそうでない NA
人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%）
混合グループのGWでは、積極的に発言できた 26 (36.1) 38 (52.8) 6 (8.3) 2 (2.8) 0 (-) 
混合グループのGWでは、学びが深まった 23 (31.9) 45 (62.5) 3 (4.2) 0 (-) 1 (1.4)
Ｎ=72
まったくそうである だいたいそうである あまりそうでない まったくそうでない NA
人（%） 人（%） 人（%） 人（%） 人（%）
全体発表や全体討議では、学びが深まった 24 (33.3) 42 (58.3) 4 (5.6) 0 (-) 2 (2.8)
母性及び小児看護学実習の目的や目標が達成
できた
25 (34.7) 45 (62.5) 1 (1.4) 0（-） 1 (1.4)
母性及び小児看護学実習の合同カンファレン
スは意義があった 
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